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　　水道事故についてのお詫び　

ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た

　２月１２日に発生しました水道事故では、市民皆様には多大なるご迷惑、ご不便をお掛

けいたしましたことに対しまして、深くお詫び申し上げます。

　今回の事故は、保呂羽浄水場１号沈殿池の清掃を行う事前作業中、沈殿池に堆積して

いる泥の混じった水を、ろ過池に流入させてしまったことが原因であります。

　市民皆様からの問い合せや苦情件数は、１,２００件以上もあり、あらためて事故の重大さ

を痛感いたしております。特に市民皆様への情報伝達が不十分だったことや、対応する

職員の意思統一、情報の共有がなされていなかったことが、市民皆様に不安を与えてし

まった大きな要因であります。

　今回の事故に起因した被害につきましては、基本的に補償対応をさせていただくこと

にしており、その内容につきましてもできるだけ早くお知らせしたいと考えております。

　また、水道料金・下水道料金に関しましては、保呂羽浄水場から給水している区域の

皆様を対象に、平成２０年２月と３月分の一部を減額したいと考えております。

　今後は、早急に水道事業における危機管理体制を確立するとともに、すべての作業に

事故を未然に防ぐための対策を講じてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登米市長　布　施　孝　尚

水道事故の経過と対応

経過・対応時刻月日

保呂羽浄水場の監視システムに、ろ過池出口の濁度上昇などを示す警報が鳴
り、当直者が浄水場の職員へ連絡。

２２:００２/１２

現場に駆け付けた職員がろ過作業の停止と水中ポンプでの水の汲み出しを停
止して、ろ過池の洗浄作業を開始。この作業により、ろ過池濁度の上昇を回
避しようとしたが濁度はさらに上昇。

２２:４０

配水濁度１３.９度、配水色度３３.６度と最高値を記録１:１５２/１３

水道技術管理者が浄水課職員と対策を協議した結果、引き続きろ過池の洗浄
作業と主要配水管の泥吐き作業により、事態を抑えられると判断。作業継続。

１:３５

濁度異常に対処するため、主要配水管の泥吐き作業を実施。しかし、予想し
たような数値の回復が得られず。

２:００

水道事業災害対策本部設置５:５０

洗管作業個所を１カ所追加８:００

水道事業所長と水道技術管理者らから市長へ事態の説明があり、市長が直ち
に給水停止の措置を講ずるよう指示。その後、全面的な給水停止を行うと配
水管に空気が入り、復旧に長期間を要することから、仕切弁の開度を制限す
る給水制限に切り換え、水を飲まないように市民への周知を指示。

９:３０

防災無線で第１報放送１０:００

防災無線で第２報放送１０:１５

防災無線で第３報放送１０:４０

洗管作業の個所を増やし洗管開始１０:５０

登米市災害対策本部設置。水道事業所の給水車で給水活動を続けながら、市
内２８カ所に給水所を設け、給水車での給水作業に入る。

１２:３０

水質汚濁の復旧状況を調査するため、５回にわたり市内各所の給水栓から採
水し、濁度・色度・残留塩素を測定。３６カ所中１０カ所で基準値不適合の値が
測定される。

１９:３０

クリプトスポリジウムなどの検査をするため、市内２カ所から採取した水を
栗原市水質検査センターに依頼。

２０:００

市内３９カ所の給水栓から採水し、濁度・色度・残留塩素を測定。３９カ所中１７
カ所で基準値不適合の値が測定される。

２２:００

市内２５カ所の給水栓から採水し、濁度・色度・残留塩素・PH・味・臭気を測
定。２５カ所中４カ所で基準値不適合の値が測定される。

３:００２/１４

使用制限に係る市民の不安や不便をいくらかでも緩和すべきという判断をし、
水質基準適合の値を示した地区から逐次使用制限の解除措置。

５:００

煮沸して飲用することを条件に、迫町の一部、米山町の一部、豊里町全域、
南方町の一部を除く町域の使用制限を解除。防災無線で広報。

６:００

迫町の一部、豊里町全域を除く町域の使用制限を解除。防災無線で広報。６:２５

豊里町全域を除く町域の使用制限を解除。防災無線で広報。７:５５

栗原市水質検査センターから、クリプトスポリジウムなどの検査結果が「陰
性」との報告を受ける。豊里町全域を除き使用制限解除。防災無線で広報。

１０:００

豊里町全域の使用制限を解除。防災無線で広報。１３:００

県内外の自治体から応援に駆け付けた６５台の給
水車が、市内２８カ所で給水作業に当たりました

水道料金・下水道料金の減額について

水道料金（登米町の保呂羽浄水場水系利用者）

　２月分は基本料金の全額と使用水量の１５％
　相当額の合算額を減額
　３月分は使用水量の１５％相当額を減額

下水道使用料（上記のうち、市が管理している
                               下水処理施設利用者）

　２月および３月分の使用水量の１５％相当額
　を減額

事故に関する相談・問い合わせについて

相談窓口の設置

　土・日・休日を含め、午前８時３０分から午後
９時まで実施しています。なお、防災課にも窓
口を設けました。
　　水道事業所　 ０２２０（５２）３３１４
　　総務部防災課　 ０２２０（２２）２１１１

損害補償に関するもの　

　基本的に補償対応します。実施要綱などが決
まりましたら別途お知らせします。
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あなたの声を市政・事業に反映させませんか

市政・水道モニター募集
　市では市政と水道事業に関する市民皆さんの意見や要望を反映させ、住みよいまちづくりやサービスの向上を目

指すために、市政モニターと水道モニターを募集します。

　応募の要件は次のとおりです。
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㊤全国広報コンクール県選考で、全
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㊨同じく全国へ推薦される市ホーム
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【資格】

　２０歳以上で市内に住んでいる人

　水道を使用している人

【定数】２０人

【任期】１年間

【内容】

　水道に関するアンケート調査用紙の配布、回収をして

　いただきます。

　モニター会議に出席していただきます。

　水道事業に関する意見や感想などを随時提出いただき

　ます。

　路上漏水などを発見した際は、随時水道事業所に報告

　していただきます。

【応募方法】

　住所氏名生年月日（年齢）電話番号を任意の様式

　に記入し、水道事業所水道管理課へ提出するか、電話、郵

　送のいずれかで申し込みしてください。

【応募締切】３月３１日（月）まで

【申し込み・問い合わせ】

　水道事業所水道管理課　経営管理係

　　〒９８７－０７０２　登米市登米町寺池目子待井３８１番地１

　　緯 ０２２０（５２）３３１３

　水道モニター　市政モニター

【資格】

　２０歳以上で市内に１年以上住んでいる人

　地方公共団体の職員でない人

　モニターの職務を積極的に履行できる人

【定数】２０人以内

【任期】１年間

【内容】

　市政に関する建設的な意見や要望などを随時提出して

　いただきます。

　モニター会議（年２回）に出席していただきます。

　市政に関する調査表などに回答していただきます。

　市長から要請がある会議に出席していただきます。

【応募方法】

　住所氏名生年月日（年齢）電話番号を任意の様式

　に記入し、市役所総務部市長公室広報広聴係へ提出する

　か、電話、郵送のいずれかで申し込みしてください。

【応募締切】３月３１日（月）まで

【申し込み・問い合わせ】

　総務部市長公室　広報広聴係

　　〒９８７－０５１１　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１

　　緯 ０２２０（２２）２０９０


